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抄録：客観的臨床能力試験（Objective Structured Clinical Examination／以下OSCEという）は，医療
に携わる人々の臨床能力を客観的に評価するための試験である．OSCEは国内の医・歯・薬学系の教育機
関・医療機関において共用試験として導入されている．OSCEにおいては，採点に係る資料の事前準備，
試験中の適切な時間進行管理や評価入力，試験実施後の採点集計作業などの事務的作業があり，業務担当
者に多大な負荷となっている．そこで，OSCE実施に係る負担軽減，ならびに即日評価結果を学生に返却
可能とすることを目的として，運営支援システムを開発した．
具体的には，２つのシステムを開発した．１つは適切な時間進行管理を行うための専用タイマーであり，
誤差のない正確な運用が可能である．もう１つは事前準備，採点入力，集計作業を効率化するためのExcel
ベースのシステムであり，採点表や採点入力シート等を短時間で作成可能である．また集計や統計処理も
短時間で行われる．平成19年度に試行版，平成20年度には正式版を使用した．
これらのシステムを利用することで得られる効果としては，まずタイマーにより正確な時間管理を行うこ
とができ，担当者の負担を大幅に軽減することができた．また，Excelベースのシステムにより，事前の評
価表印刷，事後の採点集計業務などで，大幅に作業が効率化された．
ITを活用したシステムを利用することで，業務担当者の負荷軽減という目的は達成された．加えて，試験
当日に採点結果を学生に返却することができ，受験した学生にとって有益であった．
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１．緒言
客観的臨床能力試験（Objective Structured Clinical
 
Examination：OSCE）は医療に携わる人々の臨床能力
を客観的に評価するための試験であり，国内の医・歯・
薬学系の教育機関・医療機関において共用試験として導
入されている．OSCE実施にあたっては多くの人的資
源，物的資源を必要とすることが問題となっており，各
機関で作業の効率化や人的資源削減のための試みがなさ
れている????．一方，看護系の教育機関においてOSCEを
導入しているところはまだ少なく，本研究に類する報告
事例はほとんど見られない．
本学看護学部では，「実践的に看護を学ぶ」ことを目標
に開学初年度（平成18年度）からOSCEを実施してい
る．第１回（平成19年３月）はトライアルとして実施し，
第２回以降は正式に実施している（表１）．第１回目の実
施状況から，実施運営に係るさまざまな問題が生じた．
特に，試験前の評価表の準備，試験中の時間管理，試験
後のデータ処理といった実施に関わる人的資源不足や業
務担当者の負荷が大きな課題となっていた．そこで，こ
れらの問題に対応するため，試験中の時間管理を自動的
に行うタイマー，ならびにOSCE実施支援システムの試
行版を開発し，第２回OSCEで試験的に使用した．これ
らのシステムを利用することで，前述したOSCE運営時
の問題点に対して大きな改善効果が得られた．試行版に
見られたいくつかの不具合を修正した上で，平成20年度
に正式版が完成し，第３回以降のOSCEにおいて利用し
ている．
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表1 OSCE実施時期と受験学生数
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本論文では，本システムの概要ならびに試験業務担当
者の負荷軽減効果について述べる．
２．研究方法
１)本学OSCEの概要
本学にてOSCEを実施する際の主な業務を表２に示
す．業務内容は第１回目のOSCEから現在までほとんど
変わっていないが，システムの導入により，業務担当者
の負担軽減や作業の効率化がもたらされた．具体的な内
容については，後述する．
OSCEでは受験者が看護実践を行うための「ステー
ション」と呼ばれる小部屋が用意され，そこには模擬患
者，評価者（教員），必要な機器などが配置されている（図
１）．各ステーションには課題（シナリオ）が設定されて
おり，受験者（学生）は順番にステーションに入って一
定時間内に要求される課題について看護実践（問診，測
定等）を行い，その技能の適切さや態度についての評価
を受ける．
本学のOSCEは，看護学部内の実習室を試験会場とし
て，開学初年度から実施されている（表１）．第１回
OSCEはトライアルとして実施され，第１学年82名の
うち希望者25名が受験した．会場には１課題につき２つ
のステーションを設置し，学生は３課題をローテーショ
ンしながら看護実践を行った．１つの課題は，ステーショ
ン入口への移動［30秒］→課題の問題文を読む［１分］→
看護実践［７分］→教員や模擬患者からのフィードバック
（口頭評価）を受ける［３分30秒］という，トータル12
分間のサイクルで実施された．学生はこのサイクルを課
題数繰り返すことになる．第１回OSCEは本学での初め
ての実施ということもあり，試験前，試験中，試験後そ
れぞれにおける様々な作業において，業務担当者には非
常に大きな負荷がかかった．以下，業務担当者の具体的
な作業について述べる．
試験前の準備の１つとして評価者が試験中に使用する
評価表の作成がある．これは「受験者数×課題数×各課
題の採点教員数」で計算される枚数を必要とする．具体
的には，第１～４回OSCEでそれぞれ約150枚，約460
枚，約620枚，約800枚の評価表が必要であった．評価
表には，試験内容のほか，採点者や受験者の氏名を個々
に記載する必要があるが，第１回OSCEでは，ひな形を
必要枚数分コピーし，採点者や受験者の氏名をその都度
手書きで記載していた．
次に，試験中においては前述のような細かい時間計測
を行う必要がある．第１回OSCEでは12分×15サイク
ルをストップウォッチで計測した．第２～４回OSCEで
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図1 本学OSCEの実施概略図
※印は，本システムによって，業務負担が軽減，あるいは作業が効
率化したものを表す．
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表2 本学OSCEにおける主な業務
はそれぞれ50サイクル，54サイクル，64サイクルの計
測が必要で，ストップウォッチでの計測は多大な負担で
あることは容易に想像できた．
また，試験実施中の評価入力作業では担当教員が２人
１組になり，１人が評価表に記載された評価値を読み上
げ，もう１人が表計算ソフトを使用してPCに入力する．
第１回OSCEでは，キーボードを使用して直接数値を入
力する方式を取っていた．入力データ数は「受験者数×
受験課題の全設問項目数×各課題の採点教員数」で計算
される．第１～４回ではそれぞれ約2,200件，約7,600
件，約11,600件，約13,700件の入力が必要であった．
このため，入力のしやすさや入力エラー対策が課題と
なった．
第１回OSCEにおける試験後の集計作業については，
業務担当者が2,000個以上のデータを表計算ソフト上で
手作業で加工し，平均点等の結果を集計した．当然のこ
とながら，データ量が非常に多いため，集計結果が出る
まで数日から１週間程度の時間を要した．長期休業期間
をはさんだことから，学生に成績をフィードバックする
のが遅れ，教育的に好ましくない状況であった．
以上の例の通り，第２回以降のOSCEでは，学年進行
にともない受験者数が増加することから，第１回目より
もより大きな負荷になることは明らかであり，OSCEを
効率的に運営する必然性に迫られた．
２)倫理的配慮
本学のOSCEは正規の授業科目として実施されてい
ないため，試験に参加するかどうかは学生の意思による．
そこで，学生に対しては事前にOSCEの概要を説明し，
OSCEの評価が成績には反映しないことなど倫理的配
慮について十分な説明を行っている．
また，第２回OSCE実施後に業務担当者に対して実施
したアンケート調査においては，調査目的等を文書で説
明し，研究協力に同意した上で，アンケートに回答して
もらった．いずれも札幌市立大学倫理委員会の規定に基
づき手続きを行っている．
３)システム開発
⑴開発の経緯
第１回OSCEで業務担当者にかかる大きな負荷が問
題となったことを受けて，OSCEの運営責任者から本論
文の筆頭著者（以下，コーディング担当者という）に対
して，運営システム開発の依頼があった．
開発はまず，実際にOSCEを実施する札幌市立大学看
護学部の教員がシステムの仕様を決定し，コーディング
担当者が依頼を受けてシステムを開発した．両者で相互
に調整を続け，第２回OSCEでは試行版として試験的に
利用した．試験終了後，実際にシステムを利用した業務
担当者にアンケート調査を行った．全体的に好意的な回
答であったが，評価表におけるデータ入力に係る修正要
望を得た．これらをもとに，問題点の修正や機能向上な
どの改良を経て，第３回OSCEにて正式に利用した．
開発したシステム『Mulberry Suite』は大きく２つに
分かれており，試験当日の時間管理を行う『Mulberry-
Timer』，ならびに試験進行表，評価表，評価入力表など
の文書作成や成績処理を支援する『Mulberry-Ozone』と
からなる．なお，〝Mulberry"とは，「桑の実」という意
味であり，本学看護学部の所在地である札幌市桑園地区
に由来する名称である．
⑵システムの運用
開発したシステムは第２回OSCEで使用した．システ
ムにはいくつかの改善すべき点も見られたが，第１回
OSCEで問題となった業務担当者にかかる負荷は大幅
に軽減された．システムは不具合の改善や機能強化を行
い，第３回OSCE以降も継続して使用した．
⑶システムの検証
第２回OSCE実施後，業務担当者にアンケート調査を
行い，システムの効果を検証した．またシステムの問題
点を抽出し，改善への足掛かりとした．
４)システムの概要
⑴Mulberry-Timer
第２回OSCEでは，オンラインで配布されていた
OSCEタイマー??を利用することを検討したが，時間が
経過するにつれて，ソフトが表示する時間と実際の時間
との間にずれが生じることがわかり使用を断念せざるを
得なかった．このような時間のずれは，一定間隔（例え
ば１秒ごと）に動作するプログラムを組んだとしても，
一般的にはその間隔中に大量のCPU割り込み処理があ
り，タイマー処理が遅れてしまうことに起因する．実際，
コーディング担当者の利用するPC（Windows7，
CPU2.3GHz，メインメモリ４GB）で計測したところ，
上記のタイマーを１分動作させるごとに５秒程度のずれ
が確認された．
そこで，OSCE運営責任者から，経時がずれず，時間
管理を自動化できるタイマー開発の依頼があり，
『Mulberry-Timer』を開発した（図２）．このソフトは
REALbasic2008で開発され，MacOS X 10.5以降の
Macintosh上で動作するものである．前述のような一般
的なタイマー管理ソフトに見られる動作の遅れを回避す
るための工夫を行なっている．具体的には，一定間隔で
のタイマー処理と併せ，タイマー起動時からの経過時間
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を利用して，常時タイマー表示の補正を行うことで，時
間のずれが生じないようにしている．このため，長時間
連続利用しても誤差は１秒以内に抑えることが可能とな
り，本学のOSCE運営上支障のないタイマーを開発する
ことができた．
また，図３に示すように，簡単な初期設定だけで利用
可能であるので，誰でも容易に利用することができる．
タイマー利用中の操作は一切不要であり，初期設定の内
容に従って，開始や終了のアナウンスが流れるように
なっている．運用時にはPCに外部スピーカーを接続す
ることで，試験会場内に自動アナウンスを一斉放送でき
る．
なお学生にとってOSCEはただでさえ緊張の時間と
なるため，アナウンスは「柔らかく温かみのある声」，「聞
き覚えのある声」，「緊張感を増さない声」という条件か
ら，看護学部の女性教員に依頼し録音したものを使用し
た．
『Mulberry-Timer』を使用することで，タイムキー
パー担当者はストップウォッチを使用せずに時間管理が
可能となった．その結果，担当者の業務負荷は大幅に軽
減し，学生全員が正確な時間管理の元でOSCEを受験す
ることができた．
⑵Mulberry-Ozone
評価に関わる業務担当者の負担軽減のための試みとし
ては，評価表をOCRで読み込んで自動的に入力する方
法などが開発されており，成果を上げている????．
本学でも業務担当者の負担軽減を目的として，OSCE
運営支援システム『Mulberry-Ozone』を開発した．開発
にあたっては，OSCE実施に必要な仕様を看護学部担当
教員が抽出策定し，コーディング担当者がシステム化し
た．
本システムはMicrosoft Excel VBAで開発し，Excel
 
2003以降のバージョンで動作する．システムは，①基本
情報セット，②進行運営セット，③評価入力セット，④
集計セットの４つのファイルから構成されている．各
ファイルで入力されたデータは，中間ファイル（テキス
トデータ）に一時的に保存され，他のファイルから相互
に参照できるようになっている．
開発に当たっては，
①使い慣れたソフトをベースとして構築して利用者
の抵抗感を軽減する
②パソコンに不慣れな人でも扱いやすいインター
フェイスとする
③作業手順を画面上に表示してナビゲートする
④作業中のデータを随時自動的に保存し，機器のト
ラブルに対応できるものとする
⑤試験実施後の検証に有益な各種集計データの計算
を自動的に行う
といった点に留意して開発を行った．特に，VBAの
フォーム機能を活用して，作業が対話的に進められるよ
うに配慮している．
以下，使用手順について説明する．システムは，課題
の内容や受験学生に関する情報（学生番号，氏名）など
を決定してから，学年ごとに利用する．まず基本情報セッ
トでは，課題数や設問など試験に関する情報，採点教員
の情報などを入力する（図４）．また，進行運営セットで
は，学生に関する情報，時間管理に関する情報などを設
定する（図５）．
どのファイルにおいても画面上に手順の説明が記載さ
れ，対話的に作業を進めることができるので，必要な情
報を容易に設定することができる．ここまでの設定で，
受験学生名簿，試験進行表（図６）が自動的に作成され
る．さらに，評価入力セットを用いると，評価者が評価
を記入するための評価表（図７）が数分程度で作成でき
る．通常，評価は３段階（2/1/0）で行われるが，評価基
準が２段階（2/0または1/0）の場合には，基本情報セッ
トの中で設定することが可能である．
評価入力セットでは，評価者が記入した評価を，担当
図2 Mulberry-Timerの動作画面
図3 Mulberry-Timerの環境設定画面
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図4 Mulberry-Ozoneの基本情報設定画面
図5 Mulberry-Ozoneの学生情報設定画面
図6 Mulberry-Ozoneにより自動作成される試験進行表の例
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図7 Mulberry-Ozoneにより自動作成される評価表の例
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図9 Mulberry-Ozoneにより作成される集計結果（一部)
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⒜ 課題・設問ごとの集計結果
⒝ 学生ごとの集計結果
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図10 Mulberry-Ozoneにより自動作成される個人別評価シートの例
者が入力するための評価入力用Excelワークシート（図
８）も短時間で作成できる．このワークシートは担当者
が評価表を見ながら評価点を入力するためのものであ
る．データ入力時のヒューマンエラーを減らすため，キー
ボード入力ではなくラジオボタンを使用して，評価を入
力できるように配慮されている．また，操作手順表示，
データ入力もれのチェック機能，データの自動保存機能
などを有しており，ヒューマンエラーを最小限に留める
よう工夫している．
試験終了後，集計セットを利用して採点結果の集計を
行う．学年全体，学生ごと，課題ごと，設問ごとなどの
集計（図９）を数分で行うことができる．これと同時に
学生に返却するための個人別評価シート（図10）も作成
可能となっており，個人評価のほか，全体の平均点や，
個人成績と全体成績を比較するレーダーチャートが記載
されている．このレーダーチャートにより，学生は自分
が苦手な項目を容易に把握することができ，試験の振り
返りに有用なものとなる．
４)システムの汎用性
Mulberry-Timerは，アナウンス部分の音声データを
変更することで，OSCE以外の試験においても十分に利
用可能である．Mulberry-Ozoneについては，本学の
OSCE実施方針に沿って開発されているので，汎用性は
それほど高くない．実際，第３回OSCEでは，各学年ご
とに試験設定が異なっていたので，その設定に応じたシ
ステムの微調整が必要であった．しかしながら，OSCE
に準じた試験であれば十分に活用可能であり，これまで
本学の学内演習実技試験や助産学専攻科における
OSCEの中でも活用されている．
３．結果・考察
１)開発したシステムに関して
システムを利用したことで業務担当者の負荷は大きく
軽減された．具体的な効果を表３にまとめた．
第２回OSCEで使用したシステムは試行版であった
表3 システム導入前後における作業内容比較
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OSCE実施支援システムの開発と運用
ことと，システムの完成がOSCEの実施直前であったた
め，事前設定などはコーディング担当者が行った．試験
当日もコーディング担当者が立ち会い，トラブルなどに
対応した．第３回OSCEでは開発期間が十分にとれたこ
とと，OSCEの運営体制が十分に確立したこともあり，
試験運営ならびに集計を担当する教員に対し，事前にシ
ステムの利用方法についてガイダンスを実施することで
対応した．ガイダンスでは仮データを使用して，全体の
手順確認と作業において留意すべき事項を説明した．
Mulberry-Timerについては，PC２台（うち１台を予
備機とした）で運用していたが，これまでの試験ではまっ
たくトラブルなく利用することができている．
Mulberry-Ozoneについては，第２回OSCEでは試行
版ということもあり，採点入力者が使いにくい部分が
あったり，ヒューマンエラー防止策が不十分な部分が
あったが，PC操作に長けている教員が操作したため，肝
心の集計作業には問題は起きていない．第３回以降の
OSCEではこれまでの問題点を回避する対策を十分に
とっていたことと，事前ガイダンスの効果もあり，スムー
ズに作業が行われた．一部評価入力後のデータ修正に関
して，コーディング担当者が対応する場面があった程度
である．
２)OSCEに与えた影響
試験終了後には，学生，教員，模擬患者が集まり，総
評が実施された．総評では，学生全員に対して，本シス
テムにより作成された個人別評価シートを印刷して返却
した．また，システムで集計した課題ごとの統計情報も
グラフなどを用いて紹介された．本システムを利用した
結果，試験当日に結果を学生にフィードバックすること
ができた．すなわち学生にとっては，試験の記憶が鮮明
な段階で評価シートが返却されるので，試験の反省を今
後の学修に活かしやすい状況となる．前述のように，第
１回OSCEでは評価集計に時間がかかり，返却までに時
間を要していた場合と比較すると，本システムを利用す
ることでOSCEを受験した学生にとっても有益であっ
たといえる．
４．結論
本システムにより，時間管理の自動化による正確な試
験運営と人的資源の削減，事前準備ならびに事後処理担
当者の負担削減，評価入力の際に生じるヒューマンエ
ラーの軽減などが実現される意義は大きいといえる．ま
た，集計結果を試験当日に学生にフィードバックできる
ようになり，OSCEの教育効果をより高められたことは
本学の看護教育にとって非常に有益であった．
今後のOSCEにおいても，業務担当者の意見等を聞き
ながら，システムを更に改良していく予定である．
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